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～はじめに～ 

 

新型コロナウイルス感染の影響については、当会においても３月から５月は全ての会合・

行事を中止し、必要に応じて書面審議を実施するなどして運営をおこなっていましたが、国

の緊急事態宣言の全面解除などを受けて、ようやく６月より徐々に活動を本格化してまいり

ました。しかしながら７月に入り、首都圏のみならず当県を含む全国で感染が再拡大するな

か、当会としても残念ながら８月より再び慎重な運営をおこなっております。 

こうした状況下、今回のコロナ禍が会員（会員所属企業）に与えた影響や Withコロナ・After

コロナ下での課題や要望事項などについて把握し、当会の今後の活動に反映するため、７月中

旬から下旬にかけて全会員を対象にアンケート調査を実施いたしました。 

本アンケート調査の結果を踏まえて、Withコロナ・Afterコロナ下での Web会議導入も踏ま

えた新たな会合・行事の在り方や各部会・委員会活動に盛り込むべき事項、さらには会員（会

員所属企業）間の相互扶助などについて検討していきたいと思っています。 

本アンケートにご協力いただいた会員各位に改めて感謝申し上げます。 

 

 【調査概要】 

 〇対象先 ………… 当会全会員（８９３先） 

 〇調査時期 ……… 令和２年７月１３日～３１日 

 〇調査方法 ……… FAXにて発信・回収 

 〇回収率 ………… ４０.１％ (358先/893先) 
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２．企業経営における Withコロナ・Afterコロナへの取り組み 

（１）ビジネス面での取り組み     

全体でみると「With コロナ・After コロナ下でのビジネスモデルの見直しや再構築」（80.9%）

が圧倒的に高く、「IoT を活用した企業戦略（例：インターネット通販などＥコマースの導入・

強化など）」（40.6%）、「新規顧客の開拓」（39.1%）、「新規事業への参入（異分野の進出、新商品

の開発等）」（29.0%）がこれに続いた。 

なお、地域別・業種別・資本金別などでも上述項目がほぼ上位に入った。 
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図表 12 Withコロナ・Afterコロナへの対応として進めたいビジネス面の取り組み（複数回答） 

Withコロナ・
Afterコロナ下
でのビジネス
モデルの見直
しや再構築

サプライ
チェーンの見
直し（仕入先
の変更や分
散、製造拠点
や営業拠点の
見直し、海外
調達比率の見
直し等）

IOTを活用した
企業戦略（例：
インターネット
通販などＥコ
マースの導
入・強化など）

新規事業への
参入（異分野
の進出、新商
品の開発等）

新規顧客
の開拓

デリバリー・テ
イクアウトなど
の導入による
店舗外での販
売力の強化

その他

広島 （ｎ＝204） 81.4 15.2 44.6 29.9 38.2 4.9 2.0

呉 （ｎ＝23） 73.9 21.7 34.8 39.1 34.8 13.0 0.0

三原 （ｎ＝12） 66.7 16.7 0.0 33.3 58.3 0.0 8.3

尾道 （ｎ＝30） 86.7 3.3 36.7 16.7 33.3 3.3 0.0

福山 （ｎ＝44） 79.5 13.6 34.1 20.5 38.6 0.0 0.0

備北 （ｎ＝15） 93.3 20.0 46.7 33.3 33.3 20.0 0.0

広島中央 （ｎ＝17） 76.5 17.6 47.1 41.2 58.8 0.0 0.0

食料品 （ｎ＝23） 73.9 21.7 56.5 30.4 43.5 13.0 0.0

繊維・衣服 （ｎ＝2） 100.0 0.0 100.0 50.0 50.0 0.0 0.0

木材・家具 （ｎ＝2） 50.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0

化学 （ｎ＝6） 50.0 66.7 50.0 50.0 66.7 0.0 0.0

鉄鋼・金属 （ｎ＝11） 72.7 27.3 18.2 27.3 54.5 0.0 0.0

一般機械 （ｎ＝7） 71.4 28.6 42.9 28.6 0.0 0.0 14.3

電気機械 （ｎ＝6） 66.7 0.0 16.7 33.3 33.3 0.0 0.0

自動車関連 （ｎ＝11） 81.8 45.5 36.4 9.1 18.2 0.0 0.0

造船 （ｎ＝2） 50.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0

その他製造業 （ｎ＝29） 79.3 17.2 48.3 34.5 37.9 6.9 0.0

建設 （ｎ＝48） 75.0 10.4 31.3 16.7 37.5 0.0 2.1

卸売 （ｎ＝32） 84.4 15.6 40.6 25.0 43.8 0.0 3.1

小売 （ｎ＝17） 88.2 11.8 47.1 11.8 35.3 11.8 0.0

運輸・倉庫 （ｎ＝16） 81.3 12.5 37.5 43.8 25.0 6.3 0.0

情報関連サービス （ｎ＝19） 94.7 21.1 42.1 31.6 52.6 5.3 10.5

宿泊サービス （ｎ＝11） 90.9 9.1 36.4 27.3 54.5 45.5 0.0

その他非製造業 （ｎ＝86） 86.0 8.1 40.7 38.4 41.9 2.3 0.0

１千万円未満 （ｎ＝19） 68.4 10.5 31.6 36.8 26.3 0.0 0.0

１千万円～５千万円未満 （ｎ＝120） 80.0 14.2 31.7 28.3 50.0 6.7 0.8

５千万円～1億円未満 （ｎ＝42） 85.7 11.9 42.9 26.2 35.7 4.8 4.8

１億円～10億円未満 （ｎ＝44） 70.5 15.9 50.0 38.6 36.4 6.8 0.0

10億円以上 （ｎ＝98） 86.7 17.3 46.9 28.6 36.7 0.0 2.0

（単位：％）
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図表 13 Withコロナ・Afterコロナへの対応として進めたいビジネス面の取り組み（地域別、業種別、資本金別） 
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上述の内容に優先順位１番目、２番目、３番目を総括的に評価するため、仮に下表の算出基準

にもとづき傾斜配点をしたうえで各上位項目を評価すると次のとおりとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本表から考察すると、ビジネス面・社内体制面への取り組みのうえで、当会ならびに会員（会

員所属企業に期待することとして、ビジネス面では「Withコロナ・Afterコロナ下での企業の在

り方や事業展開の方向性などについての情報共有など」への期待が高く、続いて「行政や金融機

関などによる資金面も含めた各種支援事業や補助事業の情報提供」に期待が高い結果となった。

また社内体制面では「新しい日常、新しい働き方様式など社内外でのコロナ感染予防に向けた情

報やノウハウの共有」に期待が集まり、「新しい働き方への取り組みに関するＩＴ化のサポート

（ウェブ会議、テレワークなど）」への期待もうかがわれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【算出基準】
優先順位1番目 優先順位2番目 優先順位3番目

1位 10 8 6
2位 8 6 4
3位 6 4 2

優先順位1番目 優先順位2番目 優先順位3番目
評点 順位

新しい日常、新しい働き方様式など社内外
でのコロナ感染予防に向けた情報やノウ
ハウの共有

1 1 2 22 1

Withコロナ・Afterコロナ下での企業の在り
方や事業展開の方向性などについての情
報共有など

2 2 1 20 2

行政や金融機関などによる資金面も含め
た各種支援事業や補助事業の情報提供

3 6 3

新しい働き方への取り組みに関するIT化
のサポート（ウェブ会議、テレワークなど） 3 3 6 3

項目
総合順位

各優先順位内順位
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上述の内容に重要度 1 番目、2 番目、3 番目を総括的に評価するため、仮に下表の算出基準に

もとづき傾斜配点をしたうえで各上位項目を評価すると次のとおりとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本表から考察すると、今後の活動の要諦は、当たり前のことではあるが同友会の理念である

「地域経済の発展に資する活動」や「会員相互の親睦」に向けた活動をこの Withコロナ・After

コロナ下のなかで新しい仕組みを取り入れながら抜本的に変革し、如何に維持・発展をさせるか

が最も重要との結果が示され、その運営にあたっては「新たな会合・行事の在り方の検討」、「各

支部と広島地域の連携強化」、「連携による統一感のある活動」に留意することに併せて「会員の

相互扶助」の重要性も示された結果となった。 

以 上 

【算出基準】
重要度1番目 重要度2番目 重要度3番目

1位 10 8 6
2位 8 6 4
3位 6 4 2

重要度1番目 重要度2番目 重要度3番目

評点 順位

Withコロナ・Afterコロナ下という新状態を
踏まえた地域経済の発展に資する提言 1 1 18 1

Withコロナ・Afterコロナ下での会員相互の
親睦を図るためのコミュニケーション・ルー

トの維持確保
3 3 1 16 2

新型コロナウイルス感染回避のための会
合・行事の在り方 2 8 3

コロナ禍で深刻な影響をうけた会員（会員
所属企業）にむけた当会としての関わり方
や会員（会員所属企業）間の相互扶助

2 6 4

共通のウェブ会議システム導入などをきっ
かけとした各支部、広島地域の新たな連

携強化
1 6 4

各部会・委員会・支部の共通のテーマに

沿った横串の通った統一感ある活動
3 2 6

各重要度内順位

総合順位
項目


